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議会って
なにするところ？

6月12日（水）真美ケ丘第一小学校
6月14日（金）真美ケ丘第ニ小学校
6月25日（火）広陵北小学校
3年生が議場見学に来られました。

K O R Y O

令和6年8月1日







　６月 19日、議会議員が箸尾準工業地域造成事業の視察に出かけました。この工事は、広陵北地域の活
性化及び広陵町全体の発展に資する重要な事業として、町が事業主体となって進めています。本事業の事
業化に向けた検討の結果、当地区の開発において必要となる公共施設等のインフラ整備は、町が公共事業
として国の補助金等を活用して行い、工場用地の造成事業については、広陵町土地開発公社を再設立して
用地買収から造成工事、宅地分譲までを行うこととし、土地開発公社事業は事業収支が赤字とならない計
画とすることとなりました。 
　造成はA地区・B地区合計で７９,１３７㎡（２３,９３８坪）に及ぶ膨大な
もので、現在 9社が名乗りを上げています。工事を進めるにあたり県の開発許
可はもとより、法令の定める基準を満たし、周辺住民各位にご迷惑をかけぬよ
うに細心の注意を払っています。また、造成工事に伴い遺跡が発掘され所用の
調査が行われています。
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箸尾準工業地域造成事業の視察に出かけました！

広陵町議会だより　126号

議会Newsニュース

　令和６年５月１６日に告示された奈良県後期高齢者
医療広域連合議会議員選挙において、青木義勝議員
が当選されました。

奈良県後期高齢者医療広域連合議会議員に
青木議員就任

箸尾準工業地域計画区域図

※投票の仕組みとして、県内町村議会
　議員によって無記名投票されました。
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地域のつながり地域のつながり
第24回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利活動を目
的としない公共性・公益性が高いボラン
ティア的な団体を掲載しています。）

だがし屋３サン堂

　主に南郷区の学童を対象に、生きる力と地域を愛する心を育むために、
大人も子どもも安心して集える第三の居場所・コミュニティスペースと
しての駄菓子屋を開催します。

2.　活動内容

広陵町社会福祉協議会（さわやかホール）
ＴＥＬ　０７４５－５５―８３００　だがし屋3サン堂　代表　長谷川　晴子

問合先

1.　設立の目的

・駄菓子の販売
・町中どこでも図書館
・ボードゲーム、お絵かき、
　折り紙など設置
・自由に過ごせる空間

■生きる力
　人とのリアルな関わり合いの中で育まれる「困難に折れないしなやかな強さ」や「関係性を構築する力」、
遊びによって育まれる「創造力」や「自己肯定感」「自己対話力」が育まれる場を目指します。
※「自己対話力」…キマリは作らず「自由」であることの喜びと責任も体験できる場とすることで「自分
　　　　　　　　　のことを大切に、みんなのことも大切に」できることが本当の心地良いであることを
　　　　　　　　　体感を通して学びます。自分自身と対話して自分の心地良いを選択できると、他人と
　　　　　　　　　対話し最適解を導くことができるようになります。
■地域を愛する心
　駄菓子は低価格で楽しめて気楽に集まれるツールとなり、多くの子ども達が集まります。南郷区にこの
様な拠点があることで新たな関係性が生まれ、安心して暮らせる子どもや大人が増える様なコミュニティ
スペースを目指します。災害時にもこの繋がりは命を守るために活きてくると考えています。

だがし屋3サン堂
近くの空き地での
あそび場+カフェ+
駄菓子販売のイベント

あそびばカフェ
地域の方のご厚意で畑をお借りして
子ども達と畑に挑戦していきます。
サツマイモを植えたので、収穫とみ
んなでいただくのが楽しみです。

3サン畑
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令和6年第2回定例会（令和６年６月１１日～６月２６日）
議案番号 件　　　　名 概　　　　　　要
報告第 ６ 号

報告第 ７ 号

報告第 ８ 号

報告第 ９ 号

報告第１０号

報告第１１号

報告第１２号

報告第１３号

報告第１４号

報告第１５号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

議案第４０号

議案第４１号

請願第 １ 号

議 員 提 出
議案第３号

本件事故による本町の過失割合を5割として17万4,787円を加入保
険により補填

地方税法等の一部改正する法律に伴う改正・定額減税に関する規
定の整備など

国の国民健康保険税の法定軽減判定所得基準額の引上げによる所
要の改正　・5割軽減　29万円→29万5,000円
　　　　　・2割軽減　53万5,000円→54万5,000円

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金による定額減税調整給
付金事業及び低所得者支援給付金事業など　　3億7,267万円

令和5年度社会資本整備総合交付金事業、平成緊急内水対策事業など
繰越　3,695万円（一般財源）

令和5年度配水管布設工事、配水場受変電設備改修事業
1億838万円

配水本管布設替耐震設計施工業務継続費逓次繰越額　　　　
5,417万円

令和5年度管渠布設事業、都市水環境整備下水道事業繰越　　
9,642万円

平成23年度、平成24年度学校給食費　時効期間満了による放棄
3万5,450円

平成29年度、令和元年度水道使用料 破産による放棄 2万7,346円

任期満了に伴う固定資産評価審査委員会委員の選任について同意

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的な
ガイドライン」に基づき、県においては令和8年度から教員の指導による
休日の学校部活動を廃止し、地域クラブ活動への移行を行うよう方向性
が定められたことにより、本町においても移行検討委員会を設置する

こども未来戦略に基づき保育士の配置基準の改正　満3歳以上満4
歳未満の児童概ね20人につき1人を15人に、満４歳以上の児童概ね
30人につき1人を25人に改める

こども基本法に規定する町こども計画を作成するにあたり、関係者の
意見を反映するための措置を講ずるものとされていることから改正

広陵町移住支援金事業、新型コロナウイルス予防接種事業、中
学校部活動地域移行検討委員報酬　等　3,583万円　追加

国民健康保険システム改修事業　717万円　追加

古寺川調整池機械設備工事に係る請負契約　1億1,056万円

共働き世帯に連動し、放課後子ども育成教室の需要は高まる中、
子どもたちが、いきいきと放課後を過ごせるために子ども目線に
立った抜本的な環境整備及び運営改善を要望

来年4月に開催予定の大阪・万博にあっては、可燃ガスによる爆
発事故、交通手段、医療的ケア、避難計画など、安全対策が万全
とは言えず、子どもたちの遠足を見合わせて欲しい

公用車物損事故による損害賠償額の決定
に係る専決処分の報告について

広陵町税条例の一部を改正する条例の専
決処分の報告について

広陵町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の専決処分の報告について

令和６年度広陵町一般会計補正予算（第
１号）の専決処分の報告について

令和５年度広陵町一般会計繰越明許費
繰越計算書の報告について

令和５年度広陵町水道事業会計予算繰
越計算書の報告について

令和５年度広陵町水道事業会計継続費
繰越計算書の報告について

令和５年度広陵町下水道事業会計予算
繰越計算書の報告について

放棄した私債権の報告について

放棄した私債権の報告について

広陵町固定資産評価審査委員会委員の
選任につき同意を求めることについて

広陵町中学校部活動地域移行検討委員
会設置条例の制定について

広陵町家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を改
正することについて

広陵町子ども・子育て会議条例の一部
を改正することについて

令和６年度広陵町一般会計補正予算
（第２号）

令和６年度広陵町国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

古寺川調整池機械設備工事に係る請負
契約の締結について

広陵町放課後子ども育成教室の抜本的
環境改善に関する請願について

大阪・関西万博に広陵町の子どもた
ちを遠足で連れていかないで下さい
（要望決議）

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------
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令和６年６月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案 議決結果

議 案 第 ４ ０ 号

議員提出議案第３号

原 案 可 決

否　　　決

吉
村
眞
弓
美

山
田
美
津
代

青
木
義
勝

坂
野
佳
宏

谷
　

禎
一

笹
井
由
明

小
西
栄
枝

岡
本
晃
隆

千
北
慎
也

坂
口
友
良

小
原
　

薫

谷
内
和
昭

八
尾
春
雄

河
野
伊
津
美

賛成 議
員
提
出

議
案
第
３
号 

大
阪・関
西
万
博
に
広
陵
町
の

子
ど
も
た
ち
を
遠
足
で
連
れ
て

い
か
な
い
で
下
さ
い（
要
望
決
議
）

関
西
万
博
会
場
が
危
険
な
こ
と
は
３
月
の
工
事

中
に
メ
タ
ン
ガ
ス
が
爆
発
し
た
こ
と
で
明
白
で
あ

る
。遠

足
で
子
ど
も
達
を
動
員
す
る
こ
と
は
、
先
生

方
が
下
見
に
も
行
け
な
い
し
、
安
全
確
保
も
で
き

に
く
い
状
況
下
だ
。
こ
う
し
た
中
で
動
員
を
県
や

国
が
決
め
た
と
し
て
も
、
先
生
方
が
安
全
を
優
先

し
て
い
か
な
い
決
断
を
で
き
る
よ
う
に
議
会
が
決

議
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
は
、
反
対
の
立
場
か
ら
、
発
言
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

　
万
博
会
場
は
危
険
で
あ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち

を
遠
足
に
連
れ
て
い
か
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
遠
足
で
な
く
、
家
族
で
行
か
れ
て
も
危

険
だ
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　
大
阪
府
の
動
き
を
踏
ま
え
、
奈
良
県
で
は
個
人

に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
町
と
し
て
も

何
の
動
き
よ
う
も
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
反
対

す
る
。

反対

反対

賛成 議
案
第
40
号

令
和
６
年
度
広
陵
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

た
な
い
方
に
、
資
格
確
認
書
の
発
行
を
可
能
と
す

る
改
修
等
が
含
ま
れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
に
も
配
慮
し
た
改
修
で
あ

る
。
利
用
率
に
つ
い
て
は
今
ま
さ
に
利
用
促
進
が

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
利
便
性
に
つ
い

て
も
理
解
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
普
及
し
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。

本
年
12
月
２
日
以
降
に
は
被
保
険
者
証
の
発
行

義
務
が
な
く
な
る
が
、
引
き
続
き
最
長
一
年
間
は

現
行
の
被
保
険
者
証
が
使
用
で
き
る
。
資
格
確
認

書
の
運
用
も
あ
る
。
最
近
の
医
療
機
関
で
の
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
は
一
割
に
も
満
た
な
い
の
に
新

た
に
７
０
０
万
円
も
の
金
を
投
じ
て
シ
ス
テ
ム
改

修
を
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。

12
月
の
紙
保
険
証
を
な
く
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
移
行
に
対
し
て
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
は
混

乱
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
へ
の
町
と
し
て
の
対
応
策

や
国
へ
の
要
望
な
ど
さ
れ
る
べ
き
で
こ
の
ま
ま
補

正
さ
れ
る
こ
と
に
は
反
対
。

-----------------------------------

-----------------------------------

-----------------------------------

○

×
×

○

○

×

○

×

○
×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×

○

×
×

○

○

×

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん
。



れ
、
幅
広
く
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

個
人
負
担
が
、
１
５
，
３
０
０
円
と

高
額
に
な
る
が
、
受
験
生
の
方
に
も

補
助
枠
を
広
げ
て
い
た
だ
け
な
い

か
。

　
　
受
験
生
の
方
な
ど
は
高
額
な
負

担
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
町
医
と
相
談
し
た
結
果
、
副
反

応
の
リ
ス
ク
、
安
全
性
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
面
か
ら
任
意
接
種
の

補
助
は
で
き
な
い
。

。
　
　
　
　
　
古
寺
川
調
整
池
機
械
設

備
工
事
に
係
る
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　　
　
　
　
　
広
陵
町
放
課
後
子
ど
も

育
成
教
室
の
抜
本
的
環
境
改
善
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て

　
　
現
在
は
、
一
部
公
営
か
ら
民
営

委
託
に
な
っ
て
い
る
が
、
民
営
で
も

し
っ
か
り
仕
様
書
ど
お
り
定
め
た
事

項
を
履
行
し
、
安
心
の
で
き
る
教
室

運
営
で
あ
れ
ば
民
営
委
託
し
て
も
問

題
は
な
い
と
思
う
が
、
民
営
委
託
に

方
２
名
の
公
募
だ
が
、
子
育
て
中
の

方
々
の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
と
、

休
日
や
平
日
の
夜
な
ど
に
な
る
が
、

募
集
で
は
平
日
来
ら
れ
る
方
と
掲
載

し
て
あ
っ
た
が
、
変
更
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
、
平
日
に
行
っ
て

い
た
が
、
会
議
の
委
員
さ
ん
に
確
認

し
、
会
議
の
日
程
等
の
調
整
を
図
っ

て
い
く
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
東
京
圏
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
に

移
住
支
援
金
を
支
出
す
る
が
、
１
０

０
万
円
で
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
奈
良
県
と
県
内
の
自
治
体
共
同

で
実
施
し
て
お
り
、
東
京
で
生
活
す

る
よ
り
、
支
援
金
を
い
た
だ
き
こ
ち

ら
に
移
住
し
て
東
京
で
の
仕
事
を
継

続
し
て
行
う
。
令
和
５
年
度
の
移
住

支
援
金
の
実
績
か
ら
言
う
と
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
用
が
大
半
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
奈
良
県
で
は
就
職
に
関

す
る
要
件
を
別
途
設
け
、
県
内
の
企

業
に
お
勤
め
さ
れ
た
方
に
も
加
算
さ

め
る
条
例
改
正
だ
が
、
保
育
士
の
確
保

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
保
育
士
の
確
保
が
更
に
難
し
く

な
っ
て
い
く
が
、
現
在
町
内
に
お
い

て
、
公
立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
人
員
確
保
に

努
め
て
お
り
、
私
立
に
つ
い
て
は
、

「
広
陵
町
保
育
園
こ
ど
も
園
連
絡
協

議
会
」
と
連
携
し
、
ま
た
潜
在
保
育

士
の
登
録
事
業
も
進
め
て
い
く
。

　
　
保
育
士
の
確
保
が
で
き
な
く
な

り
、
定
員
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
更

に
待
機
児
童
が
出
る
と
懸
念
さ
れ
る

が
。

　
　
暫
定
的
に
今
ま
で
ど
お
り
の
配

置
も
可
能
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
の

基
準
で
保
育
士
を
配
置
す
る
と
そ
の

分
、
人
的
費
用
な
ど
が
加
算
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

 

広
陵
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　

30
歳
未
満
の
方
３
名
、
一
般
の

　
　
　
　
　

 

広
陵
町
中
学
校
部
活

動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
平
日
の
放
課
後
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か
。
ま
た
教

員
が
自
ら
の
意
思
で
希
望
し
た
場

合
、
従
来
通
り
で
大
丈
夫
か
。

　
　
平
日
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
仕
事

と
と
ら
え
て
い
る
。
休
日
に
も
ぜ
ひ
や

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
教
員

と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
地
域
の
指
導

者
と
し
て
携
わ
っ
て
も
ら
う
。

　
　
地
域
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
際
に
新
し

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
購
入
を
迫
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　
あ
る
と
思
う
。
今
ま
で
に
も
基
本

的
に
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
保
護
者
負
担

で
あ
る
。

       　
　
　
広
陵
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
保
育
士
の
数
の
算
定
基
準
を
改
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委員会の窓

総
務
文
教
委
員
会

議
案
第
36
号

議
案
第
37
号

議
案
第
38
号

質
問

質
問

回
答

回
答

議
案
第
39
号

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

質
問

回
答

質
問 全

員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　第２回定例会（６月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された
７件について審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な内
容と結果をお知らせします。

こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
民
営
に
こ
だ
わ
り
は
な
い

が
、
た
だ
子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
せ

る
場
所
を
提
供
し
て
欲
し
い
、
そ
こ

が
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
委
託
先
が

き
ち
っ
と
改
善
さ
れ
、
町
が
指
導
し

環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問

題
は
な
い
と
考
え
る
。



れ
、
幅
広
く
支
援
さ
れ
て
い
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

個
人
負
担
が
、
１
５
，
３
０
０
円
と

高
額
に
な
る
が
、
受
験
生
の
方
に
も

補
助
枠
を
広
げ
て
い
た
だ
け
な
い

か
。

　
　
受
験
生
の
方
な
ど
は
高
額
な
負

担
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
、
町
医
と
相
談
し
た
結
果
、
副
反

応
の
リ
ス
ク
、
安
全
性
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
面
か
ら
任
意
接
種
の

補
助
は
で
き
な
い
。

。
　
　
　
　
　
古
寺
川
調
整
池
機
械
設

備
工
事
に
係
る
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　　
　
　
　
　
広
陵
町
放
課
後
子
ど
も

育
成
教
室
の
抜
本
的
環
境
改
善
に
関

す
る
請
願
に
つ
い
て

　
　
現
在
は
、
一
部
公
営
か
ら
民
営

委
託
に
な
っ
て
い
る
が
、
民
営
で
も

し
っ
か
り
仕
様
書
ど
お
り
定
め
た
事

項
を
履
行
し
、
安
心
の
で
き
る
教
室

運
営
で
あ
れ
ば
民
営
委
託
し
て
も
問

題
は
な
い
と
思
う
が
、
民
営
委
託
に

方
２
名
の
公
募
だ
が
、
子
育
て
中
の

方
々
の
意
見
を
聞
こ
う
と
す
る
と
、

休
日
や
平
日
の
夜
な
ど
に
な
る
が
、

募
集
で
は
平
日
来
ら
れ
る
方
と
掲
載

し
て
あ
っ
た
が
、
変
更
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
、
平
日
に
行
っ
て

い
た
が
、
会
議
の
委
員
さ
ん
に
確
認

し
、
会
議
の
日
程
等
の
調
整
を
図
っ

て
い
く
。

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　
東
京
圏
か
ら
移
住
さ
れ
た
方
に

移
住
支
援
金
を
支
出
す
る
が
、
１
０

０
万
円
で
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
　
奈
良
県
と
県
内
の
自
治
体
共
同

で
実
施
し
て
お
り
、
東
京
で
生
活
す

る
よ
り
、
支
援
金
を
い
た
だ
き
こ
ち

ら
に
移
住
し
て
東
京
で
の
仕
事
を
継

続
し
て
行
う
。
令
和
５
年
度
の
移
住

支
援
金
の
実
績
か
ら
言
う
と
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
用
が
大
半
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
奈
良
県
で
は
就
職
に
関

す
る
要
件
を
別
途
設
け
、
県
内
の
企

業
に
お
勤
め
さ
れ
た
方
に
も
加
算
さ

め
る
条
例
改
正
だ
が
、
保
育
士
の
確
保

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
保
育
士
の
確
保
が
更
に
難
し
く

な
っ
て
い
く
が
、
現
在
町
内
に
お
い

て
、
公
立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
人
員
確
保
に

努
め
て
お
り
、
私
立
に
つ
い
て
は
、

「
広
陵
町
保
育
園
こ
ど
も
園
連
絡
協

議
会
」
と
連
携
し
、
ま
た
潜
在
保
育

士
の
登
録
事
業
も
進
め
て
い
く
。

　
　
保
育
士
の
確
保
が
で
き
な
く
な

り
、
定
員
の
削
減
に
つ
な
が
り
、
更

に
待
機
児
童
が
出
る
と
懸
念
さ
れ
る

が
。

　
　
暫
定
的
に
今
ま
で
ど
お
り
の
配

置
も
可
能
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
の

基
準
で
保
育
士
を
配
置
す
る
と
そ
の

分
、
人
的
費
用
な
ど
が
加
算
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　

 

広
陵
町
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　

30
歳
未
満
の
方
３
名
、
一
般
の

　
　
　
　
　

 

広
陵
町
中
学
校
部
活

動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　
平
日
の
放
課
後
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
指
導
す
る
の
か
。
ま
た
教

員
が
自
ら
の
意
思
で
希
望
し
た
場

合
、
従
来
通
り
で
大
丈
夫
か
。

　
　
平
日
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
仕
事

と
と
ら
え
て
い
る
。
休
日
に
も
ぜ
ひ
や

り
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
教
員

と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
地
域
の
指
導

者
と
し
て
携
わ
っ
て
も
ら
う
。

　
　
地
域
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
際
に
新
し

い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
購
入
を
迫
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
る
か
。

　
　
あ
る
と
思
う
。
今
ま
で
に
も
基
本

的
に
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
保
護
者
負
担

で
あ
る
。

       　
　
　
広
陵
町
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
保
育
士
の
数
の
算
定
基
準
を
改
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議
案
第
41
号

請
願
第
１
号

質
問

回
答

請
願
者

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

質
問

　
　
　
　
　
令
和
６
年
度
広
陵
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　
歳
出
の
補
正
予
算
書
の
中
に
、

7
1
6
万
６
，
0
0
0
円
の
国
民
健

康
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
と
あ

る
が
、
改
修
の
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
健
康
保
険
証
が
、
12
月
２
日
か

ら
発
行
廃
止
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
情
報
と
紐
付
け
て

い
る
方
に
は
、
資
格
情
報
を
知
ら
せ
、

そ
れ
以
外
の
方
に
は
、
資
格
確
認
証

を
発
行
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修

と
な
る
。

　
　
保
険
証
発
行
を
取
り
や
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
国
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用

促
進
す
る
方
針
な
の
で
、
町
と
し
て

も
そ
の
方
針
に
従
っ
て
進
め
て
い

く
。

質
問

回
答

議
案
第
40
号

質
問

厚
生
建
設
委
員
会

　
　
町
は
、
国
の
方
針
に
従
う
が
、

受
け
止
め
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
そ
う
で
は
な
く
、
来
庁
し
な
く

て
も
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
発
行

が
可
能
と
な
り
、
高
額
医
療
療
養
制

度
に
よ
り
、
限
度
額
を
超
え
る
支
払

い
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
。
他
に
、
過

去
の
病
歴
や
薬
の
状
況
を
確
認
で
き

る
こ
と
に
よ
り
、
医
師
か
ら
の
総
合

的
な
診
断
や
適
切
な
処
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

回
答

回
答

質
問賛

成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

こ
だ
わ
り
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
民
営
に
こ
だ
わ
り
は
な
い

が
、
た
だ
子
ど
も
が
安
全
に
過
ご
せ

る
場
所
を
提
供
し
て
欲
し
い
、
そ
こ

が
切
実
な
願
い
で
あ
る
。
委
託
先
が

き
ち
っ
と
改
善
さ
れ
、
町
が
指
導
し

環
境
が
整
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
問

題
は
な
い
と
考
え
る
。

議会の傍聴にお越しください！
議会はみなさんに公開しています。気軽に来てください。

町議会本会議は、役場３階の議場で、３月、６月、９月、１２月の４回
開かれます。日程については、議会事務局までお問い合わせください。
ホームページにも掲載予定です。
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　共働き世帯の割合が増加し、放課後子ども育成
教室の需要は高まるばかりです。
　子どもたちの心身の発達段階に見合った成長を
促すために、その子どもを理解し、援助する専門の
指導員が必要になります。
　また、子どもたちが安心・安全な環境で快適に生
活できるような施設や設備が整えられることは言う
までもありません。育成教室は、子どもたちにとっ
て「家庭に代わる毎日の生活の場」であり、放課後、
学校から「ただいま」と帰ってくる日や、学校の休

みの日に、“ホッ”とできて、落ち着ける「家」と同
じ“心地よい居場所”です。
　しかし、現状は増加する需要への十分な対応が
なされているとは言い難く、子どもたちが安心して
通うことができず、保護者も安心して預けることが
できない状況が見受けられます。
　子どもたちが、いきいきと放課後を過ごせるため
に子ども目線に立った抜本的な環境整備及び運営
改善を要望いたします。

広陵町放課後子ども育成教室の抜本的環境改善に関する請願書

１ 請願の趣旨

①教室運営の委託にあっては、子ども目線に立った
　手続きや運営に配慮し、仕様書が遵守されるよう、
　教室の見学等、最大限の措置を行うこと。
②町内全ての放課後子ども育成教室への入室希望
　者が、全員入室できるように、かつ現状の飽和状
　態を改善するため、早期に新規の放課後子ども
　育成教室を開設すること。
③町条例が定める児童一人につき、概ね1.65㎡以
　上の基準を遵守すること。
④令和6年度夏季休暇までに一定の対策を講じるこ
　と。
⑤放課後子ども教室の運営に関しては、当事者で
　ある子どもや保護者の意見を聞くこと。

【請願者】松野　百合子　ほか１４０名
【紹介議員】千北慎也　　笹井由明　　小西栄枝
　　　　　　岡本晃隆　　河野伊津美
「賛成討論」
　請願者は２点主張された。現在の放課後子ども
育成教室は安心安全な場とは言えなくなったこと、
夏休み前に新しい放課後子ども育成教室をつくっ
てほしいこと、の２点である。一方、議会はこれま
での指導員がそのまま新たな雇用となるので安心し
てもらいたいとの町の説明を真に受けて賛成多数で
議決したがその責任は重い。

３ 請願事項

　厚生労働省が示すデータによりますと、調査が開
始された1980年からの約40年で、共働き世帯の数
は2倍以上になっています。
　共働き世帯に連動し、いわゆる学童保育を取り巻
く状況も大きく変わっています。
　需要の激増はもちろんながら、多くの子どもたち
が通うようになった昨今では、子どもたちが放課後
の時間を過ごす中心的な場となっていて、教育的な
側面も期待されているところです。
 本町においては、広陵町放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を定める条例（以下、
町条例という。）に基づき、放課後子ども育成教室
の運営が実施されていますが、令和6年度には待機
児童が出たり、教室の実施場所がギリギリまで定ま
らなかったり、加えて運営形態が変更されるなど、
行政の努力は理解していますが、子ども目線に立っ
た決定や手続きにややもすれば、欠如しているとも

感じられます。
　働く親にとって、子どもたちが学校だけでなく安
全に安心して充実した時間を過ごせる場は、必要不
可欠です。特に長期休暇には、保育時間も長くなり、
出席率も高くなるので、その重要性が顕著になりま
す。また、子どもたちにとっても放課後に多くの学
びや経験を得られる時間は、健全な成長だけでなく
将来につながる大きな意味を持つものです。
　そんな中で、広陵町放課後子ども育成教室は、申
込者全員が参加する国の基準である児童一人につ
き概ね1.65㎡以上のスペースが確保されておらず、
子どもたちはとても狭いスペースのなかで生活を強
いられています。
　以上の理由から、こどもまんなかのまちづくりを
掲げる広陵町の施策に期待しながら、私たちは子ど
もたちが安心安全に過ごすために、以下の事項を請
願します。

２ 請願の理由
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た に    よ し  か ず   

議長 谷　禎 一

町政を

問う
一  般
質  問

　一般質問を 6月 17 日、18 日及び 19 日に行い
ました。
　なお、質問内容及び答弁内容については、紙面
の都合上、要約掲載となっておりますので、詳細
につきましてはインターネット中継、または会議
録をご覧ください。
　会議録は、9 月上旬に町役場及び町施設のサー
ビスカウンターに配置し、広陵町ホームページに
も掲載する予定です。
　答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部次
長の発言を要約して掲載する場合
に用いています。

●

●
空家等対策の推進について
認知症基本法への取組について

笹井　由明　議員（1２ページ）

●

●

●

放課後児童クラブ運営方針の改善を
不登校児童生徒の支援体制の担当は
農業政策の転換期にきたのでは

坂口　友良　議員（１３ページ）

●

●

●

学校給食費の無償化について
自衛隊への情報提供について
中央公民館の建て替えについて

八尾　春雄　議員（１４ページ）

●

●

●

安心して子育てができる町について
ファミリー・サポート・センター事業の進捗
ホームページのリニューアルについて

小西　栄枝　議員（１７ページ）

●

●
放課後子ども育成教室の環境改善について
「なりわい」の自立に向けて

千北　 慎也　議員（１８ページ）

●

●

●

就学援助制度周知と拡充を
会計年度任用職員処遇改善
学童保育の民間委託撤回と待機児童対策を

山田　美津代　議員（１５ページ）

●

●
農用地凍結法案の現状について
牧野史跡公園の駐車場封鎖について

坂野　佳宏　議員（２０ページ）

● 税収増を、経済波及効果で自主財源の確保を
青木　義勝　議員（２１ページ）

●

●
広陵町における緊急通報システムについて
海外における姉妹都市の提携について

吉村　眞弓美　議員（２３ページ）

●

●
地域と共にある学校づくりに向けて
防災対策の現状について

岡本　晃隆　議員（１６ページ）

●

●
能動的な住民参画への道づくり
大規模災害発生時の指定避難所運営について

河野　伊津美　議員（１９ページ）

●

●
地域共生社会を支える高齢者躍進推進
介護予防の推進と居場所づくり

谷内　和昭　議員（２２ページ）
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空
家
等
対
策
の

推
進
に
つ
い
て

生活環境
　
　
国
は
空
家
等
に
関
す
る
施
策

の
基
本
的
指
針
を
令
和
５
年
12
月

に
改
正
し
て
い
る
。

①
今
回
の
指
針
か
ら
空
家
等
対
策

　
の
支
援
施
策
の
中
身
は
。

②
空
家
等
対
策
計
画
の
見
直
し
に

　
係
る
空
家
等
対
策
協
議
会
の
取

　
組
方
針
は
。

③
直
近
の
空
家
等
の
把
握
件
数
と

　
特
定
空
家
の
認
定
件
数
は
。

④
住
宅
に
該
当
し
な
い
家
屋
敷
地

　
の
住
宅
用
地
特
例
の
有
無
は
。

①
空
家
等
対
策
計
画
作
成
の
た
め

　
空
家
等
の
実
態
調
査
、
空
家
所

認
知
症
基
本
法
へ
の

取
組
に
つ
い
て

高齢者福祉
　
　
令
和
６
年
１
月
に
施
行
さ
れ

た
認
知
症
基
本
法
で
は
、国
は
認
知

症
施
策
推
進
本
部
を
設
置
し
施
策

推
進
計
画
を
策
定
、
市
町
村
で
の

策
定
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
基
本
的
施
策

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
。

町
長

　
町
長

今
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
し
た
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
主
要
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
し
て
い
る

が
、次
期
策
定
時
に
は
、認
知
症
高

齢
者
数
は
９
０
０
人
を
超
え
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ニ
ー
ズ

調
査
に
関
連
す
る
項
目
を
加
え
、

認
知
症
の
方
の
意
向
を
十
分
に
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
の
計

画
と
連
携
を
図
り
、
認
知
症
推
進

基
本
計
画
を
合
わ
せ
も
っ
た
計
画

と
し
た
い
。

　
有
者
に
対
し
除
却
や
活
動
に
要

　
す
る
費
用
、
代
執
行
等
の
措
置

　
の
円
滑
化
の
た
め
の
法
的
手
続

　
き
を
行
う
場
合
な
ど
、
交
付
金

　
制
度
や
補
助
制
度
に
よ
り
支
援

　
さ
れ
る
。

②
平
成
30
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

　
対
策
計
画
は
６
年
が
経
過
し
、

　
計
画
期
間
が
10
年
と
な
っ
て
い

　
る
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
上

　
位
関
連
計
画
の
改
訂
状
況
を
踏

　
ま
え
、適
宜
見
直
す
こ
と
と
し
、

　
今
後
対
策
協
議
会
に
お
い
て
議

　
論
し
て
い
く
。

③
現
在
の
空
家
の
把
握
軒
数
は
80

　
軒
で
あ
り
、
特
定
空
家
の
認
定

　
軒
数
は
な
い
。

④
使
用
見
込
み
が
な
く
取
り
壊
し

　
を
予
定
し
て
い
る
場
合
や
、
居

　
住
の
用
に
供
す
る
た
め
に
必
要

　
な
管
理
を
怠
っ
て
い
る
場
合
な

　
ど
、
人
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ

　
る
見
込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ

　
る
場
合
は
、
住
宅
用
地
に
該
当

　
し
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

　
現
地
調
査
や
登
記
情
報
か
ら
判

　
断
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
現

　
状
で
は
住
宅
用
地
特
例
の
適
用

　
除
外
は
行
っ
て
い
な
い
。

さ さ い よ し あ き

笹井　由明

その他
質問事項

　
通
学
路
の
指
定
方
法

に
つ
い
て
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不
登
校
児
童

生
徒
の
支
援
体
制

の
担
当
は

不登校支援

農
業
政
策
の
転
換
期

に
き
た
の
で
は

農業政策

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
急
増
に

臨
床
心
理
士
も
本
町
職
員
と
し
て

採
用
し
て
毎
日
対
応
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。１
３
０
人
ほ
ど
の
不
登

校
生
が
い
る
が
要
因
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
困
難
な

こ
と
が
多
い
。

　
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
学
校

運
営
協
議
会
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
定
年
後
は
農
業
を
し
よ
う
と

思
い
、
就
農
コ
ー
ス
で
学
び
14
年

で
自
作
農
に
な
れ
た
が
、何
を
作
っ

て
も
赤
字
と
な
る
の
が
実
態
で
あ

る
。

　
有
利
な
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
は
、
多

額
の
設
備
投
資
が
必
要
だ
が
、
町

　
　
今
回
、
学
童
支
援
員
の
資
格

を
取
っ
て
き
た
。運
営
指
針
解
説

書
に
よ
る
と
専
用
区
画
面
積
や
支

援
員
の
研
修
体
制
な
ど
も
決
め
ら

れ
て
い
る
。学
童
急
増
校
や
補
助

員
の
研
修
体
制
は
ど
う
か
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
な
り
手
不
足
も
聞

く
が
、
学
校
に
は
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
教
育
に
関
心
の
あ
る

方
も
多
く
、声
か
け
な
ど
を
し
て
、

待
機
学
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
方
針
の
改
善
を

学童支援教
育
長

　
急
増
校
の
東
小
で
は
、
空
き
教

室
、
多
目
的
室
、
図
書
館
、
東
体

教
育
長

　
今
年
度
か
ら
不
登
校
支
援
と
し

て
療
育
支
援
の
専
門
職
に
よ
る
訪

問
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。
全
国

的
に
も
増
加
し
て
お
り
、
行
政
が

単
独
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
は

限
界
も
あ
る
が
、
小
中
在
学
中
は

学
校
が
責
任
を
持
ち
、中
核
と
な
っ

て
支
援
し
て
い
く
。

町
　
長

　
平
成
20
年
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
新
規
就
農
者
は
40
名
と
な
る

が
、
初
期
投
資
な
ど
の
経
費
が
高

額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
規
参
入

の
壁
は
高
く
な
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
百
済
の
、
ほ
場
整
備
事
業
は
今

年
度
か
ら
営
農
が
開
始
さ
れ
若
い

担
い
手
が
育
ち
つ
つ
あ
る
。

育
館
和
室
、
附
属
幼
稚
園
教
室
な

ど
で
必
要
面
積
を
確
保
し
て
い
る
。

研
修
体
制
は
県
で
年
数
回
行
う
の

で
、
委
託
先
ク
ラ
ブ
も
含
む
全
ク

ラ
ブ
に
受
講
勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。

内
で
何
人
の
新
規
就
農
者
が
で
き

た
の
か
。

　
ま
た
本
町
の
農
業
の
将
来
像
は

ど
う
か
。

さ か ぐ ち と も よ し

坂口　友良

ほ
場
整
備
と
は
…

　
農
地
の
区
画
整
理
、
農
道
・
農
業
用
用

　
排
水
路
の
整
備
を
総
合
的
に
行
う
こ
と

　
で
す
。



14

広陵町議会だより　126号

 

町
長

その他
質問事項
　
町
議
選
に
関
す
る
選
挙

業
務
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

学校給食
　
　
先
ご
ろ
文
科
省
が
行
っ
た
調

査
で
県
内
39
自
治
体
中
交
付
金
で

15
、
独
自
財
源
で
11
自
治
体
が
無

償
化
を
実
行
し
て
い
る
。広
陵
町
で

も
同
様
に
で
き
な
い
か
。

国
や
県
に
対
し
、
小
中
学
校
給

食
費
の
恒
久
的
無
償
化
を
速
や
か

に
実
現
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。補
助
金
等
を
活
用
し
て
継
続

的
な
無
償
化
は
難
し
い
上
、
継
続

的
な
施
策
の
財
源
す
べ
て
を
財
政

調
整
基
金
で
賄
う
こ
と
は
性
質
上

妥
当
で
は
な
い
。

自
衛
隊
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て

個人情報
　
　
町
は
18
歳
と
22
歳
の
若
者
名

簿
を
本
人
や
保
護
者
の
了
解
を
得

な
い
で
自
衛
隊
に
渡
し
て
い
る
が

個
人
情
報
の
漏
洩
で
は
な
い
か
。元

高
校
生
が
、明
確
な
法
令
が
存
在
し

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
奈
良
市
が

個
人
４
情
報
を
紙
媒
体
で
自
衛
隊

に
提
供
し
た
こ
と
に
対
し
て
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
裁
判
を
起
こ
す
。

町
は
対
応
を
改
め
よ
。

中
央
公
民
館
の

建
て
替
え
に
つ
い
て

社会教育
　
　
１
万
人
の
署
名
と
建
て
替
え

を
求
め
る
全
会
一
致
議
会
の
請
願

を
受
け
て
、
令
和
４
年
「
広
陵
町

の
公
民
館
建
替
及
び
文
化
芸
術
の

振
興
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
か

ら
答
申
が
出
さ
れ
た
の
に
町
は
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
な
い
方
向
で
既
存

施
設
の
改
修
や
機
能
の
付
け
替
え

で
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
あ

り
方
検
討
委
員
会
が
出
し
た
答
申

を
尊
重
し
て
建
て
替
え
を
実
行
し

て
ほ
し
い
。

　
町
長
は
「
公
民
館
の
建
て
替
え

は
私
の
在
任
中
に
メ
ド
を
つ
け

る
」
「
在
任
中
の
メ
ド
と
は
公
民

館
の
建
て
替
え
に
係
る
基
本
方
針

の
策
定
と
財
源
に
つ
い
て
議
会
の

承
認
を
得
る
こ
と
」
と
議
会
で
答

弁
し
た
で
は
な
い
か
、
政
治
家
と

し
て
責
任
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

町
長

 

町
長第

１
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
は
し
お

元
気
村
を
大
規
模
改
修
し
、
第
２

ス
テ
ッ
プ
で
は
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
除
却
後
の
跡
地
に
庁
舎
機
能
を

兼
ね
備
え
た
新
複
合
施
設
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。議
会
に
お
い

て
も
慎
重
に
議
論
し
て
ほ
し
い
。

過
去
５
年
間
で
氏
名
・
生
年
月

日
・
男
女
の
別
・
住
所
の
４
項
目

で
３
５
３
７
名
の
名
簿
を
提
供
し

た
。な
お
、根
拠
と
し
て
い
る
自
衛

隊
法
及
び
同
施
行
令
に
は
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
条
文
は
な
い
。

や つ お は る お

八尾　春雄
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就
学
援
助
制
度

周
知
と
拡
充
を

就学援助
　
　
現
状
の
表
現
で
は
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
生
活
保
護
世
帯
し
か

申
請
で
き
な
い
の
で
は
と
申
請
を

た
め
ら
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か

ら
文
言
を
変
え
て
は
い
か
が
か
。

　
ま
た
、
支
援
内
容
が
近
隣
市
町

村
と
比
べ
る
と
支
給
内
容
に
差
が

あ
る
。他
市
町
村
で
は
支
給
さ
れ

て
い
る
ア
ル
バ
ム
代
や
医
療
費
、

ク
ラ
ブ
費
な
ど
支
給
拡
大
を
検
討

す
べ
き
。

　
市
町
村
の
責
務
と
し
て
就
学
援

助
す
べ
き
こ
と
が
学
校
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
に
わ
か
り

や
す
い
表
現
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
は
大
切
な
こ
と
で
、
保
護
者
の

意
思
や
感
情
面
に
配
慮
し
た
わ
か

り
や
す
い
表
現
や
、
支
給
内
容
拡

充
も
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

会
計
年
度
任
用

職
員
処
遇
改
善

処遇改善
　
　
非
正
規
職
員
数
が
増
加
し
て

い
る
。

　
正
規
、
非
正
規
で
何
名
か
人
生

経
験
も
豊
か
で
そ
れ
な
り
の
見
識

を
持
た
れ
た
方
々
が
高
卒
並
み
の

給
料
で
１
年
ご
と
に
来
年
も
雇
用

し
て
も
ら
え
る
か
不
安
な
中
で
働

い
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
町
で
働
い

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
処
遇
改
善

を
す
る
べ
き
で
は
。

正
規
２
５
０
名
。

会
計
年
度
２
６
５
名
。

週
５
日
か
ら
４
日
に
変
更
し
た
こ

と
は
希
望
者
に
業
務
内
容
に
応
じ
て

変
わ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
勤
務
形
態
の
変
更
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

面
談
を
通
し
て
非
正
規
雇
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

理
事
者

理
事
者

　
全
員
退
職
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
。

そ
の
後
委
託
業
者
と
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
確
認
を
行
う
が
目
立
っ
た

混
乱
は
無
い
。

　
今
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
運
営

が
さ
れ
る
。
来
年
に
向
け
て
は
待

機
が
出
な
い
よ
う
受
け
入
れ
施
設

確
保
な
ど
検
討
す
る
。

理
事
者

れ
な
い
と
改
善
を
目
指
し
て
請
願

が
出
る
事
態
に
。
来
年
４
か
所
が

民
間
委
託
に
な
れ
ば
も
っ
と
混
乱

が
予
想
さ
れ
る
。
今
か
ら
町
直
営

に
戻
す
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
待
機
が
増
え
る
見
込
み

を
ど
う
解
決
す
る
の
か
。

学
童
保
育
の

民
間
委
託
撤
回
と

待
機
児
童
対
策
を

学童保育
　
　

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
が
民
間

委
託
に
な
り
長
く
勤
め
ら
れ
た
指

導
員
が
辞
め
て
子
ど
も
達
へ
の
保

育
指
導
が
変
わ
り
影
響
が
出
て
い

る
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
預
け
ら

み つ よや ま だ

山田 美津代
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お か も と て る た か

岡本　晃隆

地
域
と
共
に
あ
る

学
校
づ
く
り
に

向
け
て

学校づくり
　
　
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策

（
令
和
５
年
５
月
31
日
時
点
）に
、広

陵
町
通
学
路
の
要
対
策
箇
所
一
覧

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。そ
の
表
で
、

対
応
が
未
対
策
と
な
っ
て
い
る
箇

所
に
つ
い
て
の
対
応
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
各
学
校
に
お
け
る
昨
年
度
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
実

施
状
況
と
課
題
及
び
課
題
に
対
す

る
対
策
を
伺
う
。

現
時
点
で
の
状
況
は
、「
未
対

策
」は
23
箇
所
。対
策
内
容
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、 

今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。

防
災
対
策
の

現
状
に
つ
い
て

防災対策
　
　
備
蓄
品
が
保
管
さ
れ
て
い
な

い
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
、
現
在

備
蓄
品
は
保
管
さ
れ
て
い
る
の

か
。も
し
ま
だ
な
ら
、い
つ
備
蓄
品

の
保
管
を
完
了
さ
せ
る
つ
も
り

か
。

　
　
各
区
・
自
治
会
の
公
民
館
及

び
集
会
所
を
、
自
主
避
難
所
と
捉

え
て
い
る
が
間
違
い
な
い
か
。間

違
い
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
避
難
所
の

備
蓄
品
把
握
状
況
に
つ
い
て
町
は

把
握
で
き
て
い
る
か
。

　
町
長

　
町
長

　
町
長

小
学
校
で
は
登
下
校
時
の
見
守

り
、
校
内
の
草
刈
り
や
花
壇
の
整

理
、
体
育
大
会
の
前
日
準
備
や
校

外
学
習
の
引
率
な
ど
の
学
校
行
事

補
助
が
主
な
活
動
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

課
題
解
決
に
向
け
て
、
関
係
者

と
定
期
的
に
協
議
を
行
い
、
資
質

向
上
の
た
め
の
研
修
会
を
毎
年
実

施
し
て
い
る
。地
域
学
校
協
働
活

動
の
実
施
に
つ
い
て
は
、各
校
、最

適
な
周
知
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

 

令
和
３
年
に
制
定
し
た
広
陵
町

自
主
避
難
所
開
設
要
綱
に
よ
り

「
自
主
避
難
所
」
と
定
義
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
避
難
所
は
各
区
・

自
治
会
ご
と
に
自
主
的
に
管
理
し

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

区
・
自
治
会
が
独
自
に
整
備
さ
れ

た
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て

を
掌
握
で
き
て
い
な
い
。

　
町
長

　
現
在
、
備
蓄
場
所
が
確
保
で
き

て
い
な
い
場
所
も
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
、
保
管
場
所
の
確
保
に
つ

い
て
、
施
設
管
理
者
の
意
向
も
踏

ま
え
な
が
ら
充
実
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
併
せ
て
、
町
の
防
災
倉
庫
の

備
蓄
の
充
実
並
び
に
緊
急
時
に
、

こ
れ
ら
物
資
を
避
難
所
に
速
や
か

に
運
び
入
れ
る
手
段
の
確
保
も

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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 こ  に し さ か  え

小西　栄枝

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
町
に
つ
い
て

子育て環境
　

①
教
育
委
員
会
の
組
織
編
成
が
行

　
わ
れ
た
。概
要
と
目
的
は
。

②
保
護
者
に
寄
り
添
い
、主
体
的
に

　
問
題
解
決
に
取
り
組
む
園
や
学

　
校
以
外
で
相
談
で
き
る
専
門
の

　
窓
口（
天
理
市
や
寝
屋
川
市
の
よ

　
う
な
）を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

③
こ
ど
も
が
意
見
を
表
明
す
る
機

　
会
に
つ
い
て
町
の
取
組
は
。

①
こ
ど
も
政
策
に
関
わ
る
部
署
を

　
教
育
委
員
会
で
一
元
化
す
る
こ
と

　
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
進
め

　
て
い
た
施
策
を
包
括
連
携
し
て
進

　
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
児
童
福
祉

　
及
び
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
に
係

　
る
事
務
を
、
け
ん
こ
う
福
祉
部
か

　
ら
教
育
振
興
部
に
変
更
し
た
。

②
考
え
て
い
な
い
。
天
理
市
な
ど
の

　
情
報
を
収
集
し
検
討
し
て
い
く
。

③
「
広
陵
町
こ
ど
も
計
画
」
を
策
定

　
す
る
に
当
た
り
、
こ
ど
も
向
け

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

　
こ
ど
も
の
「
想
い
」
を
聴
取
す

　
る
と
と
も
に
、
計
画
に
反
映
で

　
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。
早
期

　
に
取
り
組
め
る
も
の
と
し
て
は

　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
検
討
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
の
進
捗

子育て支援
　
　①

現
在
の
依
頼
会
員
と
提
供
会
員

①
５
月
31
日
現
在
、
依
頼
会
員
９

　
名
、
提
供
会
員
26
名
。

　
６
月
18
日
現
在
マ
ッ
チ
ン
グ
１

　
件
。

②
緊
急
救
命
講
習
、
事
故
防
止
に

　
関
す
る
講
習
及
び
養
成
講
座
。

　
計
５
時
間
程
度
。
令
和
６
年
度

　
は
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

　
的
と
し
た
講
習
を
準
備
し
て
い

　
る
。

③
依
頼
を
受
け
て
く
れ
る
提
供
会

　
員
が
い
れ
ば
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目

　
的
で
の
利
用
も
可
能
。

 

理
事
者

 

理
事
者

①
令
和
７
年
２
月
中
旬
を
予
定

②
町
民
の
意
見
も
ど
し
ど
し
取
り

　
入
れ
て
い
き
た
い
。
具
体
的
な

　
施
策
は
検
討
中
。

 

理
事
者 ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
つ
い
て

情報発信
　
　①

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
い
つ
か
。

②
町
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
ら
れ

　
る
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

　

の
登
録
数
、マ
ッ
チ
ン
グ
実
績

　
は
。

②
提
供
会
員
が
受
け
る
研
修
内

　
容
・
研
修
時
間
は
。

③
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目
的
で
も
利
用

　
可
能
か
。
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仕
様
書
を
遵
守
す
る
よ
う
に
指

導
し
、
報
告
も
求
め
る
。
保
護
者

か
ら
町
に
対
し
て
直
接
意
見
や
報

告
が
で
き
る
窓
口
も
速
や
か
に
設

置
す
る
。

理
事
者

　
以
前
か
ら
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
た
。
ご
指
摘
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
な
り
わ
い
の
独
立
に
向
け
た

支
援
を
適
切
な
形
で
見
直
し
て
い

く
。

  

町
長

理
事
者

　
　
放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
の

利
用
数
は
、2
0
1
9
年
の
4
6
0

人
か
ら
2
0
2
4
年
は
7
5
2
人

と
激
増
し
て
お
り
、
町
の
環
境
整

備
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。
一
人

あ
た
り
1
・
6
5
㎡
以
上
の
面
積

を
確
保
す
る
と
い
う
町
条
例
で
定

め
た
ル
ー
ル
に
違
反
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

放
課
後
子
ど
も

育
成
教
室
の
環
境

改
善
に
つ
い
て

学童の改善

「
な
り
わ
い
」
の

自
立
に
向
け
て

地域商社

　
登
録
数
で
は
確
か
に
条
例
の
基

準
を
満
た
せ
て
い
な
い
が
、
習
い

事
な
ど
が
あ
り
、
全
て
の
児
童
が

毎
日
学
童
を
利
用
す
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

理
事
者

　
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
は
耐
用
年
数

が
限
ら
れ
る
の
で
要
検
討
だ
が
、

学
童
の
新
設
は
検
討
す
る
。

　
　
学
童
の
ニ
ー
ズ
は
引
き
続
き

増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
そ
も

そ
も
、
十
分
な
施
設
を
確
保
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
の

で
、
ど
こ
の
小
学
校
区
か
ら
も
通

え
る
学
童
を
新
設
す
べ
き
で
は
。

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
が
有
効
活
用
で

き
る
と
見
込
む
が
ど
う
か
。

　
　
真
美
ケ
丘
第
一
小
学
校
区
の

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
が
こ
の
4
月
か
ら

民
間
委
託
に
な
っ
た
が
、
仕
様
書

に
違
反
し
て
い
る
よ
う
な
事
例
を

耳
に
す
る
。
町
と
し
て
仕
様
書
に

基
づ
く
指
導
と
ク
レ
ー
ム
用
の
窓

口
を
速
や
か
に
設
置
さ
れ
た
い
。

な
っ
て
い
る
状
況
を
改
善
し
た

り
、随
意
契
約
に
よ
り
、な
り
わ
い

に
と
っ
て
安
価
過
ぎ
る
値
段
で
の

業
務
の
発
注
を
見
直
す
等
の
対
応

が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
　
大
塚
の
産
業
集
積
拠
点
に
つ

い
て
は
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
紹
介
だ

け
で
な
く
、
町
の
H
P
で
も
広
く

周
知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

す
る
。

　
　
一
般
社
団
法
人
広
陵
町
産
業

総
合
振
興
機
構
（
以
下
、
な
り
わ

い
）
は
コ
ロ
ナ
禍
に
は
町
と
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
事

業
展
開
を
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
町

の
一
機
関
の
よ
う
に
扱
う
の
で
は

な
く
、自
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

な
り
わ
い
の
独
立
採
算
に
よ
る
経

営
を
目
指
す
な
ら
、
町
と
な
り
わ

い
の
決
裁
権
者
が
同
一
の
人
物
と

ち ぎ た    　 し ん や

千北　慎也
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こ う  の い つ み

河野 伊津美

能
動
的
な

住
民
参
画
へ
の

道
づ
く
り

まちづくり
　
　
自
治
基
本
条
例
で
は
、
協
働

と
参
画
を
お
願
い
し
て
い
る
。そ

れ
に
は
ま
ず
、
広
陵
町
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。

　
近
隣
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い

る
今
、
情
報
を
的
確
に
得
ら
れ
る

手
段
が
必
要
と
考
え
る
。電
子
掲

示
板「
た
め
ま
っ
ぷ
」導
入
検
討
お

よ
び
、以
下
４
点
尋
ね
る
。

①
令
和
６
年
５
月
末
現
在
の
公
式

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
数
及
び
利
用
状
況

②
区
・
自
治
会
と
住
民
間
の
情
報

　
伝
達
手
段

③
町
内
文
化
財
等
、
地
域
資
産
の

　
情
報
発
信
方
法

④
現
在
の
高
齢
者
見
守
り
実
施
方
法

①
通
知
受
取
可
能
登
録
数
１
万

　
３
，７
４
６
人
。
令
和
５
年
度
、

　
１
８
８
回
。

②
有
線
放
送
、
回
覧
板
の
ほ
か
、

　
町
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用

　
し
た
「
地
域
メ
ー
ル
」

③
Ｈ
Ｐ
や
マ
ッ
プ
、
広
域
連
携
で

　
の
情
報
発
信
。

④
公
的
サ
ー
ビ
ス
や
、
民
生
児
童

　
委
員
等
で
見
守
り
、
「
広
陵
さ

　
さ
え
愛
」
で
生
活
支
援
。

「
た
め
ま
っ
ぷ
」
は
「
広
陵
町
Ｄ

Ｘ
推
進
計
画
」
の
観
点
で
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。

大
規
模
災
害
発
生
時

の
指
定
避
難
所

運
営
に
つ
い
て

防災
　
　
水
害
の
際
は
予
測
で
き
る
こ

と
も
あ
り
、
行
政
主
導
で
行
え
る

部
分
も
あ
る
が
、
大
規
模
地
震
と

な
る
と
、
公
助
は
最
低
３
日
間
期

待
で
き
な
い
。
避
難
所
運
営
は
住

民
が
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
以
下
４
点
尋

ね
る
。

①
各
地
区
指
定
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア

　
ル
の
存
在
と
避
難
所
運
営
必
要

　
性
の
認
知
度

②
小
中
学
生
に
対
す
る
、
防
災
教

　
育
の
実
施
状
況

③
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
登

　
録
状
況

④
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
希
望
の
際
の

①
地
区
独
自
制
定
は
真
美
一
校
区

　
の
み
。町
で
は
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
、

　
住
民
へ
の
普
及
と
運
営
訓
練
等

　
を
積
極
的
に
行
う
。

③
要
件
を
満
た
す
方
に
登
録
意
向

　
確
認
を
行
い
作
成
。
要
件
満
た

　
さ
な
い
方
で
も
登
録
希
望
が
あ

　
れ
ば
、一
定
条
件
の
も
と
登
録
。

④
令
和
４
年
度
か
ら
町
立
図
書
館

　
を
指
定
。

②
避
難
訓
練
、
引
き
渡
し
訓
練
、

　
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
教
育
、
地
域

　
防
災
訓
練
参
加
等
。

　
町
長

　
町
長

 

教
育
長

　
案
内
先



20

広陵町議会だより　126号

さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏

農
用
地
凍
結
法
案

の
現
状
に
つ
い
て

土地利用
　
　
農
水
省
で
農
用
地
凍
結
法
案

を
国
会
に
提
出
す
る
た
め
、
奈
良

県
と
も
調
整
作
業
中
と
聞
い
て
い

る
。

　
奈
良
県
は
農
用
地
除
外
率
が
多

く
、
法
案
が
通
れ
ば
救
済
措
置
が

な
い
と
聞
く
。

　
広
陵
町
は
幹
線
道
路
沿
い
に
農

用
地
が
多
数
存
在
し
、
中
和
幹
線

周
辺
の
工
場
立
地
も
進
む
中
、
法

案
可
決
に
よ
り
土
地
利
用
計
画
の

根
幹
が
崩
壊
す
る
。

　
広
陵
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

崩
壊
し
な
い
よ
う
、
奈
良
県
と
の

協
議
の
見
通
し
と
対
策
は
あ
る
の

か
。

牧
野
史
跡
公
園
の

駐
車
場
封
鎖
に

つ
い
て

公園管理
　
　
地
域
住
民
さ
ん
か
ら
、「
牧
野

史
跡
公
園
の
駐
車
場
が
使
え
な
い
、

　
将
来
に
わ
た
る
国
民
へ
の
食
糧

の
安
定
供
給
の
確
保
に
向
け
、
農

業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農
地
の
確

保
及
び
適
正
か
つ
効
率
的
な
農
業

の
利
用
促
進
を
目
的
に
「
食
料
の

安
定
供
給
の
た
め
の
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
衆
議
院

で
可
決
さ
れ
、
参
議
院
に
付
託
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
回
の
法
改
正
で
は
、
農
地
の

総
量
確
保
に
向
け
た
措
置
と
適
正

利
用
に
向
け
た
措
置
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
総
量
確
保
に
つ
い
て

は
国
が
目
標
と
す
る
農
業
振
興
地

域
の
目
標
面
積
を
設
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
目
標
面
積
達
成

に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
、
市
町
村
の
農
業
振
興
地
域

計
画
の
変
更
、
い
わ
ゆ
る
農
用
地

　
町
長

　
令
和
元
年
頃
か
ら
昼
夜
を
問
わ

ず
爆
音
を
出
す
車
が
車
庫
代
わ
り

に
使
用
し
、
近
隣
住
民
さ
ん
か
ら

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
警
察
の
巡
回

や
看
板
設
置
等
の
対
策
を
取
っ
た

が
改
善
が
見
ら
れ
ず
、や
む
を
得
ず

令
和
２
年
８
月
に
閉
鎖
を
行
っ
た
。

　
公
園
の
私
的
利
用
防
止
の
観
点

か
ら
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

教
育
長

除
外
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。

　
先
日
開
催
さ
れ
た
奈
良
県
・
市

町
村
長
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
も
、

「
企
業
誘
致
や
、
観
光
産
業
の
推

進
等
に
向
け
た
土
地
利
用
の
円
滑

化
に
向
け
て
」
の
中
で
積
極
的
に

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
方
針
で

あ
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
法
改
正
に
つ
い
て
土
地

利
用
に
関
し
て
懸
念
す
る
と
こ
ろ

は
あ
る
も
の
の
、本
町
と
し
て
、し
っ

か
り
と
県
と
協
議
を
重
ね
産
業
と

農
業
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
。

騒
音
に
対
す
る
苦
情
の
対
応
と
し
て

駐
車
場
を
封
鎖
す
る
こ
と
は
行
き
過

ぎ
対
策
で
あ
る
」と
の
声
が
あ
る
。

　
都
市
公
園
法
に
基
づ
い
た
公
園

管
理
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

その他
質問事項
　
小
学
校
の
集
団
登
校
に

つ
い
て



21

広陵町議会だより　126号

自主財源

税
収
増
を
、経
済

波
及
効
果
で
自
主

財
源
の
確
保
を

　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な

く
、
負
担
増
が
な
い
、
こ
れ
を
目

指
す
べ
き
。
町
も
近
年
は
少
子
高

齢
化
で
税
収
減
の
状
況
と
な
る
。

住
宅
開
発
増
で
転
入
者
の
増
加
で

幼
児
児
童
も
増
え
る
の
で
そ
の
対

応
の
予
算
が
必
要
。
そ
の
反
面
、

今
の
厳
し
い
状
況
下
で
は
税
収
増

は
望
め
な
い
。
加
え
て
国
も
財
政

難
で
地
方
交
付
税
交
付
金
及
び
各

種
助
成
金
も
縮
減
す
る
の
で
は
固

定
経
費
外
で
自
由
に
使
え
る
予
算

の
経
常
収
支
比
率
が
92
・
０
％
で

余
裕
が
な
い
の
で
、
学
校
給
食
費

無
償
化
の
早
期
の
実
施
は
困
難
で

あ
る
。
国
と
県
に
助
成
を
求
め
て

資
産
の
候
補
に
つ
い
て
は
、

①
市
街
化
調
整
区
域
だ
が
、幹
線

　
道
路
沿
い
の
交
通
至
便
な
若
草

　
食
品
社
の
周
辺
は
工
場
や
商
業

　
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
誘
致
可
能
と

　
す
る
。

②
県
道
桜
井
田
原
本
王
寺
線
沿
い
、

　
寺
戸
、弁
財
天
、広
瀬
地
区
及
び

　
寺
戸
地
区
の
計
画
県
道
の
未
整

　
備
区
間
の
着
工
の
件
も
協
議
中
。

③
中
和
幹
線
沿
い
大
塚
六
道
山
地

　
区
は
町
が
指
導
調
整
を
行
う
こ

　
と
で
開
発
可
能
と
な
る
。

④
人
材
バ
ン
ク
の
件
は
意
義
あ
る

　
提
案
な
の
で
、先
進
地
を
調
査

　
研
究
し
て
本
町
に
即
し
た
バ
ン

　
町
長

　
ク
の
実
施
を
目
指
し
た
い
。

た
方
に
各
業
務
毎
に
登
録
を
い
た

だ
く
、
人
材
バ
ン
ク
的
な
受
け
皿

も
必
要
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

あ お  き よ し か つ

青木　義勝

無
償
化
を
目
指
す
べ
き
で
経
過
処

置
と
し
て
更
に
助
成
の
増
額
を
求

め
る
。
若
者
議
会
で
「
子
ど
も
ま

ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
ト
宣
言
」
を

し
た
の
で
、
ハ
ー
ド
ソ
フ
ト
事
業

共
財
源
が
不
可
欠
で
あ
る
。
経
済

波
及
効
果
で
自
主
財
源
確
保
の
モ

デ
ル
事
業
の
箸
尾
準
工
の
企
業
立

地
を
実
施
中
で
本
年
12
月
に
全
用

地
を
企
業
に
売
却
し
て
工
場
建
設

と
操
業
で
の
税
収
増
を
見
込
ん
で

い
る
。
事
業
で
会
得
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
若
手
職
員
を
活
用
し
て
自
主

財
源
増
で
財
政
を
好
転
さ
せ
て
持

続
可
能
な
町
に
。
加
え
て
諸
事
業

及
び
公
共
料
金
の
値
上
げ
の
抑
制

の
財
源
と
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
眠
れ
る
資
産
と
思
わ
れ
る
候
補

の
明
示
を
。
町
民
個
々
こ
そ
価
値

の
高
い
人
的
資
源
で
あ
る
の
で
、

町
の
事
業
等
に
参
画
を
希
望
さ
れ
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介護予防

介
護
予
防
の
推
進

と
居
場
所
づ
く
り

　
　
広
陵
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

推
進
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
・
生

き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
住
民
主
体
の

通
い
の
場
は
、
高
齢
者
の
社
会
参

た に う ち か ず あ き

谷内　和昭
加
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す

る
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

現
状
と
課
題
を
問
う
。

　
ま
た
、
通
い
の
場
か
ら
発
信
さ

れ
た
高
齢
者
の
意
見
や
要
望
は
ど

の
よ
う
に
収
集
さ
れ
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
を
問
う
。

男
性
が
参
加
し
や
す
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
こ
ち
ら
か
ら
提
案
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

　
町
長

　
　
厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
者
の

雇
用
促
進
と
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
た
「
生
涯
現
役
促
進
地
域
連

携
事
業
」
を
展
開
し
て
お
り
高
齢

者
の
能
力
を
活
か
し
た
新
し
い
雇

用
の
創
出
を
支
援
し
て
い
る
。
高

齢
者
の
雇
用
促
進
や
生
き
が
い
就

労
を
支
援
す
る
た
め
に
、
高
齢
者

活
躍
の
領
域
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
す
る
高
齢
者
活
躍
地
域
相
談

セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
を
受
け
入
れ

る
各
種
団
体
に
よ
る
高
齢
者
活
躍

推
進
連
携
協
議
会
の
設
置
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

地
域
共
生
社
会
を

支
え
る
高
齢
者

躍
進
推
進

高齢者雇用

　
現
在
、
都
道
府
県
や
市
レ
ベ
ル

の
実
施
地
域
が
多
い
、
町
と
し
て

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
て

い
る
「
生
涯
現
役
支
援
窓
口
」
そ

ち
ら
を
案
内
し
て
い
る
。

　
多
様
な
働
き
方
と
と
も
に
社
会

全
体
が
高
齢
者
の
労
働
力
や
地
域

力
を
必
要
と
す
る
時
代
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
、
町
も
様
々
な
形
で

相
談
に
応
じ
る
よ
う
努
め
る
。

　
「
ふ
れ
あ
い
・
生
き
い
き
サ
ロ

ン
」
は
町
内
に
30
箇
所
あ
り
、
年

間
の
べ
約
６
，８
０
０
人
が
活
動
さ

れ
て
い
る
。
通
い
の
場
は
、
町
内

に
30
箇
所
の
べ
約
８
，０
０
０
人

が
参
加
さ
れ
て
い
る
。
意
見
や
要

望
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
連
携
し
、
通
い
の
場
で
困
り

ご
と
を
集
約
し
活
動
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
男
性
の
参
加
者

は
少
な
く
課
題
で
あ
る
。
男
性
だ

け
の
通
い
の
場
も
１
か
所
あ
る
が
、

　
町
長

その他
質問事項
　
地
域
共
生
社
会
を
支
え

る
人
材
育
成
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その他
質問事項

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

　　
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
採
用
に
つ
い
て

広
陵
町
に
お
け
る

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

高齢者福祉

海
外
に
お
け
る

姉
妹
都
市
の

提
携
に
つ
い
て

文化交流

　
　
広
陵
町
で
は
、
高
齢
者
福
祉

事
業
の
一
環
と
し
て
、
自
宅
の
固

定
電
話
回
線
を
利
用
し
た
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
。

利
用
者
が
体
調
に
不
安
を
感
じ
た

際
に
は
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
と
つ
な
が
り
、

健
康
相
談
が
で
き
る
。
ま
た
、
緊

急
事
態
が
起
こ
っ
た
時
に
は
救
急

車
を
呼
ん
だ
り
、
月
に
一
度
安
否

確
認
電
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
安
心
と
安

全
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
間
で
も

携
帯
電
話
の
普
及
が
進
ん
で
い
る

現
代
社
会
に
お
い
て
、
固
定
電
話

　
　
大
和
高
田
市
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
リ
ズ
モ
ー
市
は
、長
年
に

わ
た
る
友
好
関
係
を
築
い
て
お

り
、学
生
の
相
互
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
そ
の
強
固
な
絆
の
一
例
で
あ

る
。海
外
に
お
け
る
姉
妹
都
市
の

提
携
に
つ
い
て
、子
ど
も
た
ち
の

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
と
い
う

観
点
か
ら
、積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
町
長

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
指
摘
の
通

り
、
固
定
電
話
を
持
た
な
い
世
帯

で
は
利
用
で
き
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。高
齢
者
の
携
帯
電
話
普

及
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後

は
固
定
電
話
を
持
た
な
い
世
帯
の

増
加
が
予
測
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、

議
員
提
案
の
固
定
電
話
回
線
を
必

要
と
し
な
い
携
帯
型
の
需
要
が
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

る
。
本
町
で
も
世
界
へ
と
視
野
を

広
げ
、
相
互
発
展
が
期
待
で
き
る

都
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
を
研
究

し
て
い
く
。

 

教
育
長

　
姉
妹
都
市
と
い
う
の
は
、
何
ら

か
の
き
っ
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

私
の
思
い
と
し
て
は
、
国
際
的
な

繋
が
り
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

よ し む ら ま ゆ み

吉村 眞弓美

回
線
を
利
用
し
た
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
み
で
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
の

自
治
体
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
、
携
帯
型
と
固
定
型
の
２
種
類

を
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
２
６

６
月
定
例
会

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
６
年
８
月
１
日

　
４
月
に
広
陵
町
議
会
議
員
選
挙
を
終
え
、
６
月

定
例
議
会
が
閉
会
し
、
広
報
編
集
委
員
会
が
新
し

い
顔
ぶ
れ
（
半
数
が
新
人
議
員
）
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
真
美
一
小
放
課
後
子

ど
も
育
成
教
室
の
保
護
者
様
か
ら
請
願
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。議
員
各
々
が
真
剣
に
議
論
を
行

い
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

先
の
町
の
対
応
と
放
課
後
子
ど
も
育
成
教
室
の

変
化
を
、し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
は
事
実
の
み
で
、

偏
っ
た
内
容
に
な
ら
な
い
こ
と
を
大
前
提
に
、
少

し
で
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
議
会
の

こ
と
、
議
員
の
こ
と
、
そ
し
て
広
陵
町
の
こ
と
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
「
議
会
だ
よ

り
」を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
議
員
よ
が
り
で
は

な
く
、
皆
様
と
一
緒

に
歩
ん
で
い
き
た
い

の
で
、
何
か
お
気
付

き
の
点
や
改
善
点
な

ど
、ぜ
ひ
、お
気
軽
に

身
近
な
議
員
へ
お
伝

え
く
だ
さ
い
。よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 編

集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

笹
井　

由
明

副
委
員
長　

谷
内　

和
昭

委　
　

員　

河
野　

伊
津
美

委　
　

員　

八
尾　

春
雄

委　
　

員　

坂
口　

友
良

委　
　

員　

小
西　

栄
枝

広陵町ホームページ
https://www.town.koryo.nara.jp

議
会
日
誌

議会からのお願い 議会だより取材のため、腕章を着用した議員または事務局員が写真撮影に伺う
ことがございます。その際は、どうかご理解とご協力をお願いいたします。

10
日　
議
員
懇
談
会

31
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
員
懇
談
会

5
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
常
任
委
員
長
会

11
日　
第
２
回
定
例
会（
初
日
）

17
日　
第
２
回
定
例
会（
２
日
目
）

18
日　
第
２
回
定
例
会（
３
日
目
）

19
日　
第
２
回
定
例
会（
４
日
目
）

21
日　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
厚
生
建
設
委
員
会

26
日　
議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　
第
２
回
定
例
会（
最
終
日
）

１
日　
第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

９
日　
第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

11
日　
議
員
懇
談
会

17
日　
第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

22
日　
全
議
員
研
修
会

５
月

６
月

７
月

　　　　に願いを託して七夕

▲広陵北かぐやこども園▲広陵西保育園


